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テ
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30
年
前
の
１
９
９
５
年
は
忘

れ
難
い
年
に
な
っ
た
。
１
月
に
阪

神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、
３
月

に
は
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
。

未
曽
有
の
災
害
と
犯
罪
に
、
世
の

中
は
言
い
よ
う
の
な
い
不
安
に
包

ま
れ
た
。
そ
の
年
の
秋
、
一
人
の

歌
姫
の
訃
報
が
駆
け
巡
っ
た
。
テ

レ
サ
テ
ン
享
年
42
歳
。
そ
の
若
す

ぎ
る
死
は
ア
ジ
ア
の
フ
ァ
ン
を
驚

か
せ
た
。 

台
湾
の
み
な
ら
ず
香
港
や
東
南

ア
ジ
ア
で
活
躍
し
て
い
た
彼
女
は
、

１
９
７
４
年
日
本
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
す
。
香
港
出
身
の
ア
グ
ネ
ス
チ

ャ
ン
に
倣
い
、
ア
イ
ド
ル
路
線
で

ス
タ
ー
ト
し
た
が
失
敗
。
日
本
人

に
馴
染
み
易
い
演
歌
の
曲
調
に
転

換
す
る
と
、
二
曲
目
の
「
空
港
」

で
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
す
。

以
後
「
つ
ぐ
な
い
」
「
愛
人
」「
時

の
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
」
な
ど
、

今
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
ヒ
ッ
ト

曲
を
連
発
す
る
。 

彼
女
の
歌
は
「
秘
め
た
る
恋
」

「
道
な
ら
ぬ
恋
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
が
多
く
、
女
性
の
胸
の
奥

に
宿
る
秘
め
や
か
な
思
慕
を
歌
い

上
げ
る
。
歌
詞
を
見
る
と
ス
ト
レ

ー
ト
で
、
重
く
き
わ
ど
い
言
葉
が

溢
れ
て
い
る
が
、
彼
女
が
歌
う
と

何
や
ら
軽
や
か
に
聞
こ
え
る
。
そ

し
て
、
そ
の
声
は
爽
や
か
で
、
シ

ル
キ
ー
ボ
イ
ス
と
評
す
る
人
も
い

る
。
テ
レ
サ
テ
ン
が
逝
っ
て
30
年
、

今
も
多
く
の
人
々
が
台
湾
北
部
の

墓
所
を
訪
れ
る
。 

さ
て
、
あ
る
日
の
我
が
家
の
会

話
は
、
珍
し
く
世
界
情
勢
に
及
ん

だ
。「
最
近
あ
ち
こ
ち
で
戦
争
や
っ

て
て
、
い
つ
台
湾
有
事
が
勃
発
し

て
も
不
思
議
じ
ゃ
な
い
わ
ね
」「
そ

ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
台
湾
に

は
二
度
と
行
け
な
く
な
る
な
」「
早

く
行
か
な
い
と
故
宮
博
物
院
や
テ

レ
サ
テ
ン
の
お
墓
に
も
・
・
・
そ

う
だ
わ
！
娘
と
一
緒
に
行
っ
て
き

ま
す
」
「
え
ぇ
～
～
！
」
「
あ
な
た

又
留
守
番
お
願
い
ね
」 

大
陸
の
皆
さ
ん
、
頼
む
か
ら
要

ら
ん
こ
と
を
し
な
い
で
く
れ
。 


